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研究成果の概要（和文）：　大阪府下の公立小学校で日本語を母語としない子ども達の２言語能力とその言語環
境について、通算８年以上調査してきた。主たる調査地は、中国語を母語とする児童の多いK小学校と、ベトナ
ムルーツの児童の散在校S校で、縦断的に対話型アセスメントを行った。
　調査結果から、日本生まれの児童でも、日本語指導が必要であること、話すことより読むことにより多くの支
援が必要であることがわかったが、母語中国語の能力が高い方が、日本語の読みの能力が高い傾向が見られた。
また母語・母文化への肯定的な学校環境が、児童の情緒の安定や自己肯定感にプラスに働くことも指摘できる。
保護者の教育への態度や投資も重要で変化することが示された。

研究成果の概要（英文）：This study is the first empirical longitudinal research in Japan on 
assessing language proficiencies of JSL as well as the mother tongue/ heritage language among 
Culturally Linguistically Diverse (CLD) children at public elementary schools in Osaka during the 
last eight years in total. The research sites were K-elementary school for concentrating pupils from
 China, and S-elementary school for an only pupil from Viet Nam.
CLD children's proficiencies were assessed in the two languages over the years. The results showed 
the followings among others: even those who were born in Japan still need Japanese language 
supports; more support is needed for reading than speaking; and those who acquired higher L1-Chinese
 proficiency tend to show higher Japanese literacy. The fostering atmosphere of L1 and culture at 
school helps for CLD pupils to have higher self-esteem and stable emotions. Parents' attitude and 
investment for education also suggested influence on the children's language.

研究分野： 日本語教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本の言語教育政策における喫緊の課題
である「日本語を母語としない児童生徒への
言語教育」のあり方を考えるために、平成
21-23 年度(24 年度まで繰越)に行ってきた科
研費による研究成果を基に、発展的継続型の
研究を行うことにした。外国にルーツを持つ
児童生徒（以下 CLD 児:文化的言語的に多様
な背景を持つ児童 Culturally Linguistically 
Diverse Children）を、「日本語学習者」とし
ての側面からのみ捉え、日本語母語話者児童
と比較して不足分を指摘する研究はあって
も、日本語と母語を合わせた総体として十全
の成育発達ができることを理想とし、持って
いるものを「何もなくさない」全人的な教育
を目指して縦断的に調査したものは、日本で
はまだなかった。 
 
２．研究の目的 
 日本生まれか幼少期来日の外国にルーツ
を持つ児童における２言語能力を、母語と日
本語の会話力と、教科学習に必要な読書力(リ
テラシー)の両面から縦断的に調査し、CLD
児のバイリンガル教育の基礎資料を提供す
ることを目的としている。また CLD 児の全
人的な教育を目指して、現場の教員と協力し
つつ保護者の参加も促進しながら、教育現場
でできることを探ることを目的とした。 
 CLD 児の多い学校での調査を行うと共に、
他方で 1名しかいない少数点在の場合の支援
のあり方についても縦断研究の対象とする
ことにした。 
 
３．研究の方法 
 大阪府下の公立小学校において、（１）中
国帰国者の集住地区にあるK小学校の中国ル
ーツのCLD児（全児童の２〜３割）に対して、
５年以上にわたり２言語能力を調査した。対
話型言語アセスメント（DLA）（文科省 2014）
とその前身である「会話力テスト OBC と読書
力アセスメント（DRA）の日本語版と中国語
版（本研究で開発）」を使って、教員の協力
を得て、CLD 児を取り出してもらい、１対１
でアセスメントを行った。 
 一方、（２）S小学校という散在校のベトナ
ムにルーツを持つ児童に対して、縦断的教育
支援と母語指導を行い、「継承ベトナム語カ
リキュラム」の開発を行った。 
 また、言語環境を知るために保護者へのア
ンケート調査とインタビューを行った。 
 
４．研究成果 
 （１）２言語能力の調査の対象者は計 140
名であり、データ数はのべ 310 件である。う
ち日本語のアセスメントは 174 件、中国語の
アセスメントは 136 件、両言語のアセスメン
トのできたのは 81 件、さらに縦断的に両言
語の調査ができたのは 24 件である。 
 小学校の都合を優先したため、時期、学年、
言語が揃わないデータが多かった反面、小学

校と研究チームの関係は良好であり、科研期
間終了後も２言語リテラシーを伸ばす「多読
プログラム」の実施協力を行っている。 
（２）５年間の２言語能力のアセスメント結
果から、日本生まれ（または幼少期来日）の
CLD 児については、以下のことが明らかにな
った。 
○1 全員が日本語能力を伸ばしているが、日本
語の＜読み＞については、中学年以上になっ
ても個別支援の必要なステージ（３、４）に
いる子どももいることがわかった。 
○2 母語・継承語である中国語は、喪失／聞く
だけ／会話もできる／識字力もありと分か
れている。低学年で文レベルまで発話できる
児童は高学年でも保持伸長する傾向がみら
れた。 
○3 中国語能力が（聞く、話すに加えて）読み
までできると、日本語能力も高いレベルに達
する傾向にある。 
○4 日本語の＜読む＞より＜話す＞方が、高い
レベル（DLA のステージ評価）に達する傾向
が見られた。（先行研究を支持する結果とな
った。） 
○5 ２言語できることや母語・母文化への肯定
的な学校環境があることが、児童の情緒の安
定や自己肯定感にプラスに働くことも指摘
できる。 
○6 小１で、２言語ともにうまく話せず「ダブ
ル・リミテッド状態」が危惧されたのに、3
年生で中国語が伸び、5 年生で中国語の読み
がほとんど学年相当にまで伸びたケースが
あった。（家庭言語は中国語だけで、パソコ
ン、ネットを使って、中国語のドラマやテレ
ビ番組を視聴し、その中で活字（字幕）に触
れることを繰り返して読書力を身につけた
ケースである。）その子は、日本語も学年相
当に伸び、アイデンティティも安定している。
中国語教育を受けた経験なしに、日中両言語
の識字力を自力で獲得したケースである。 
 
（３）調査協力校である K小学校で、中国語
を母語とする教諭が赴任して以来、特に困難
のあった１、2 年生を対象とした取り出し指
導の日本語教室において、母語（中国語）を
使った指導を工夫して実践を継続してきた。
母語も大切にしながら日本語指導を行うこ
との意義が確認され、子供達の母語を学ぶこ
とへの動機づけにもなっているなどの結果
が示された。また母語教師が赴任して以降、
CLD 児の保護者が積極的に保護者会に参加す
るようになった。 
 
（４）保護者へのアンケートとインタビュー
調査を複数回行なった結果、保護者の属性
（学歴等の情報）や日本語能力、子供の教育
観、将来の希望など多くの面から、当該小学
校に通っているCLD児童の家庭言語環境を質
的に把握することができた。 
 
（５）散在校のベトナム人児童について、４



年間にわたり取り出し継承語の指導を行な
った記録と結果を示すことができた。学校の
成績が優秀であることに加え、ベトナム語や
文化に対して前向きに捉え、誇りを持てるよ
うに成長した。同様のケースに活用できるよ
う、継承語としてのベトナム語指導のカリキ
ュラムを構築し提案を行なった。 
 
（６）本研究全体を通して、公立小学校にお
いて、CLD 児童の母語を大切にし、意図的に
母語・継承語を使用することが、可能であり
かつ以下のような意義があることをデータ
で示すことができたと考えている。 
 意義： 
・地域の公立小学校で育てる２言語の研究で
あること 
・２言語の伸びを時間的経緯の中で捉える縦
断的研究であること 
・継承語プログラムのカリキュラムや指導法
についての研究を含んでいること 
・母語と日本語の発達上の関係について示し
たこと 
・母語話者教師の存在意義について示したこ
と 
・言語能力測定ツールの開発をしたこと 
 
 今後の課題として、２点挙げておきたい。 
・[A]家庭のリテラシー活動と、[B]公教育の
中での２言語の伸ばし方という２面の関連
について、さらに着目していく必要があるこ
と 
・CLD 児の母語喪失を前提とせず「何もなく
さない日本語教育」を可能にするために必要
な、国・地方自治体・地域・校内の言語政策・
施策についての提言 
 
 「21 世紀の課題は、どれだけ加算的バイリ
ンガル（additive bilingual）の子どもを育
てられるかだ」（Lambert 1977）という指摘
を「（カナダの学者が言ったことなので）日
本には関係ない」とせずに、「日本語指導が
必要な児童生徒への支援」に活用すべき課題
として考えていきたい。自分の意思で日本に
来たのではない CLD 児童生徒が、日本語習得
のみならず、それまでに身につけてきた母語
•継承語も蔑ろにせず、日本で生まれ育って
良かったと思えるような教育支援ができる
はずである。そして本研究では、彼らが将来
社会で活躍してくれるよう、必要な教育支援
を考え続けるための基礎資料を、多少なりと
も提供できたと考えている。 
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